
第
50
回
市
文
化
祭

作
品
・
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
第
50
回
市
文
化
祭
を
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
～
５
日
（
日
）
に
中

央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
で
参
加
し
て
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
や
自
慢
の
作
品
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
・
申
込
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
資
源
活
用
室

　

（
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）
７
６
４
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■
募
集
項
目

▼
展
示
・
発
表

　

個
人
作
品
は
原
則
１
点
で
募
集
、

団
体
で
の
応
募
は
自
主
性
を
尊
重

し
ま
す
が
、
調
整
は
生
涯
学
習
課

で
行
い
ま
す
。

○
芸
能
発
表

　

個
人
参
加
は
原
則
１
曲
、
団
体

　

参
加
は
構
成
に
よ
り
最
長
25
分

　

（
準
備
・
片
付
け
含
む
）

　

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
時
に
調
整

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
俳
句
・
短
歌

　

当
季
雑
詠

○
書
道
、
絵
画
、
ペ
ン
字

　

作
品
自
由

　

※
絵
画
は
30
号
以
内

○
生
け
花
　
作
品
自
由

○
写
真
　
キ
ャ
ビ
ネ
版
以
上

　

※
組
写
真
を
含
む

○
手
工
芸
・
陶
芸　

作
品
自
由

○
菊
花
・
花
栽
培　

作
品
自
由

▼
イ
ベ
ン
ト

　

期
間
中
に
行
う
体
験
型
の
実
演

や
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。

○
体
験
教
室

○
来
場
者
体
験
型
の
実
演

○
来
場
者
参
加
型
の
大
会

※
実
施
運
営
の
可
能
な
団
体
限
定

■
申
込
方
法
　

　

８
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、
中

央
公
民
館
１
階
の
生
涯
学
習
課
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
の
参
加
団
体
へ
の
通
知
は

し
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

　「
市
民
と
協
働
で
創
造
す
る
文

化
祭
」
を
目
指
し
、
出
品
・
出

演
者
の
皆
さ
ん
に
準
備
と
片
付
け
、

期
間
中
の
展
示
解
説
な
ど
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会

議
で
は
、
広
く
一
般
か
ら
成
田
空

港
周
辺
地
域
の
共
栄
に
つ
な
が
る

協
働
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

選
定
さ
れ
た
事
業
は
、
事
業
実

施
団
体
と
共
生
・
共
栄
会
議
の
共

栄
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
協
働

で
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
事
業
　

　

成
田
空
港
周
辺
地
域
の
地
域
振

興
、
観
光
振
興
ま
た
は
景
観
形
成

な
ど
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
っ
て
、

対
象
地
域
の
う
ち
２
市
町
以
上
を

含
む
事
業
と
し
ま
す
。

■
対
象
地
域
　

　

富
里
市
、
成
田
市
、
山
武
市
、

香
取
市
、
多
古
町
、
芝
山
町
、
横

芝
光
町
、
栄
町
、
神
崎
町

■
実
施
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
（
日
）
～

　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

■
負
担
金
の
額

　

１
事
業
に
対
し
負
担
金
と
し
て

交
付
す
る
額
は
１
０
０
万
円
以
下

■
選
定
事
業
数
　

　

２
事
業

※
１
団
体
に
つ
き
選
定
さ
れ
る
事

業
は
１
事
業
で
す
。

■
募
集
期
限

　
10
月
２
日
（
月
）

　

申
込
方
法
や
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会
議

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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問
成
田
空
港
地
域
共
生
・

　
共
栄
会
議
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●平成29年度平和学習リーダー

　熱田みゆき（富里中）、小澤　舞帆（富里中）、

　恩田　敬丈（富里中）、鈴木　彩羽（富里北中）、

　今井　愛実（富里北中）、大橋　和奏（富里南中）、

　小田　浩平（富里南中）　　　　　　＜敬称略＞

　市では、市内の児童生徒の代表を「平

和学習リーダー」として、被爆地であ

る長崎市に派遣しています。今年は市

内中学１年生の７人が平和学習リー

ダーに任命されました。

　平和学習リーダーは、平和祈念式典

への参列や長崎市が主催する平和学習

に参加し、学んだことや感じたことを

学校や家庭、地域など様々な場面で伝

える役割を担います。

■
上
映
作
品
「
火
垂
る
の
墓
」

　（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
88
分
）

　
監
督
・
脚
本　

高
畑
勲

　

原
作　

野
坂
昭
如

　

両
親
、
住
家
、
全
て
の
財
産
を

戦
争
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
少
年

と
妹
の
物
語
。

　

生
き
て
い
く
こ
と
に
精
一
杯

だ
っ
た
時
代
。
人
間
の
命
は
蛍
の

光
ほ
ど
儚
い
も
の
で
あ
る
と
い
う

現
実
を
映
し
、
戦
争
孤
児
と
な
る

少
年
の
感
情
を
描
く
。

　

市
立
図
書
館
で
は
、
平
和
映
画

会
、
原
爆
写
真
展
の
開
催
に
あ
わ

せ
、
戦
争
・
非
核
・
平
和
に
関
す

る
本
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
間
　

　

８
月
30
日
（
水
）
ま
で

■
場
所
　
市
立
図
書
館
１
階

　
　
　
　

展
示
コ
ー
ナ
ー

問
市
立
図
書
館

　

（
90
）
４
６
４
６

　

各
会
場
で
異
な
る
写
真
を
展
示

し
ま
す
。

■
展
示
期
間
・
時
間

　

８
月
１
日
（
火
）
～
17
日
（
木
）

　
各
施
設
の
開
館
日
・
開
館
時
間
内

■
場
所

○
市
役
所
本
庁
舎
ロ
ビ
ー

○
市
立
図
書
館

○
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

　

■
日
時
　

　

８
月
１
日
（
火
）

　

午
後
３
時
～

■
場
所
　

　

市
立
図
書
館
２
階
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

■
費
用
　

　

無
料

■
申
込
み
　

　

不
要
。
時
間
ま
で
に
直
接
来
場

く
だ
さ
い
。

■
定
員
　

　

先
着
80
人　

2

問
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
班
　

（
93
）
１
１
１
２

原
爆
写
真
展

　
市
は
昭
和
59
年
９
月
に
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
的
な
平

和
を
祈
念
し
て
「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
戦
争
の
記
憶
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
今
、
人
の
心
に
悲
し
み
と
苦
し

み
を
与
え
た
戦
争
の
愚
か
さ
、
そ
し
て
、
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
今

の
生
活
が
ど
ん
な
に
大
切
な
も
の
か
を
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

平
和
に
関
す
る

本
の
展
示

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
方
々
を
追
悼
し
、
ま
た
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
８
月
15
日
（
火
）
に
日
本
武
道
館
に
て
、

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
和
を
願
い 

黙
と
う
を

今
、
改
め
て
問
う
、

か
け
が
い
の
な
い
１
分
間
で
す
。   

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

平
和
へ
の
願
い
を
　
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に

平和学習リーダー派遣事業

中学生７人が

長崎市へ

▲７月９日に平和学習リーダーとして任命され、　長崎で学
　びたいことを一人ずつ発表しました。

成
田
空
港
周
辺
を
よ
く
す
る

活
動
を
応
援
し
ま
す

夏
休
み
特
別
映
画
会　

平
和
映
画
会


